
「臨海⼯業団地⽴地企業における
大規模震災時の帰宅困難者推計と対策」

⻑鶴 浩
豊橋製作所 総務課
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1.背景 －ⅰ. 明海地区（臨海⼯業団地）の災害リスクー

防潮堤（3.5～3.6m）

堤外地 堤内地

田原地区 明海地区

神野地区

御津地区

大塚地区蒲郡地区
臨海埋⽴地の殆どが「堤外地」と呼
ばれる特殊環境

災害発生時のリスク
■地盤高は、防潮堤より低く設定さ
れており、「高潮・津波」の危険性は
大きい。

■住⺠不在地域（居住地以外）
では、「地域防災体制」など、公的
サービスが、手薄。
・地域防災組織・避難所・救護所
・医療機関・救急体制なし。

被災後の初動の遅れによる人命保
護懸念。

伊勢湾台風
（高潮3.3m）

埋⽴地
（平均高3.0m）
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1.背景 －ⅰ. 明海地区（臨海⼯業団地）の災害リスクー

◆公助の遅れ
人命救助遅延・インフラ復旧遅れ

◆帰宅困難者の長期化

物資（食糧など）不足

幹線道路液状化橋の落下/岸壁破壊

4

■被害想定

豊橋製作所における備え状況（現状把握）を確認

◆帰宅困難者の長期化

物資（食糧など）不足
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1.背景 －ⅱ. 社内における備えー

5

■事業復旧に向けた基本的考え⽅／復旧イメージ

初動対応
人命確保・地域復旧

復旧対応
弊社／仕入先／得意先／グループ会社復旧

基本⽅針＝ⅰ人命最優先ⅱ３日以内安否
確認完了ⅲ地域復旧優先

基本⽅針＝地域インフラ復旧目途が⽴ち次第
本格復旧に⼊る

＜ 初動対応手順 ＞
①消火・避難
②救助・救護
③本部設置
④波及災害防止
⑤被害情報収集
⑥安否確認
⑦帰宅⽀援
⑧地域復旧⽀援

＜ 応急復旧手順 ＞
①復旧要員の把握
②復旧⽅針策定
③復旧準備（人/物）
④施設/システム/設備の
応急復旧

⑤グループ会社/⽀援先⽀援⽅
針決定

＜ 本格復旧手順 ＞
①施設/システム/設備の
復旧
②出社可能人員把握
③生産再開の⾒極め
（生産計画・調達計画）

④得意先・グループ会社・
仕⼊先の生産再開⽀援

操業度100％

許容限界

発生日

2w

1w

復旧イメージ

震災発生

基本⽅針
ⅰ社員と家族・来訪者の人命第一 ⅱ地域の安全と復旧への貢献 ⅲ会社業務の早期復旧

※時間軸はあくまでも目安です
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1.背景 －ⅲ. 豊橋製作所における備え（現状把握）ー
【出来ていること】

＊《災害発生》 → 《一次避難》 → 《二次避難》
＊継続的かつ段階的に訓練実施中

【出来ていないこと】

帰宅者/帰宅困難者⽀援への備えが必要

ⅰ. 帰宅者⽀援
①⾞両帰宅可能の場合 ⇒ 備蓄品数量の精査・準備
②徒歩帰宅のみ可能の場合 ⇒ 備蓄品数量の精査・準備

ⅱ. 帰宅困難者⽀援
①受⼊れスペースの確保 ⇒ 必要面積 ⇒ 対象者数の試算・準備
②備蓄品・数量の確保 ⇒ 対象者数の試算・準備

→ 帰宅層別 → ⾞両帰宅 →

→ 徒歩帰宅 →

→ 帰宅困難 →
＊如何に迅速な対応（情報収集）がとれるかが鍵（ﾊﾟﾆｯｸ化する前に・・・）

＊その先を⾒据えた
取り組み（訓練）
をも含め検討すべき
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2.目的

《具体的実施項目》

①帰宅層別要領（マニュアル）検討
・⾞両帰宅/徒歩帰宅/帰宅困難の層別要領

②避難所スペース、備蓄品必要数の推計
・帰宅距離別人数分析
・帰宅困難者人数分析

③課題と対策

デンソー豊橋製作所において、
帰宅者/帰宅困難者に向けた⽀援を⾏うべく、
被害状況別の帰宅困難者数の分析を実施する



/21Department Mid-term Policy 2021 / date / presenter name / department name
© DENSO CORPORATION All RightsReserved. 8帰宅層別要領の確⽴とその訓練が必要

《帰宅困難者とは（抜粋）》
災害発生により交通機関が途絶する事態が生じた際に、⾃宅が余り
にも遠距離に在るということで帰宅を諦めた「帰宅断念者」と、⻑距離
ではあるが何とか帰れると判断して徒歩で帰宅しようとする「遠距離徒
歩帰宅者」の両⽅を併せたものである。

内閣府中央防災会議では、統計上の大まかな定義として、帰宅距
離10㎞以内は全員「帰宅可能」、10㎞を超えると「帰宅困難者」
が現れ、20㎞までに1㎞ごとに10％ずつ増加、20㎞以上は全員
「帰宅困難」としている。
また、帰宅困難者の徒歩等による一⻫帰宅が起こると応急活動に⽀
障をきたすため、災害時には一⻫帰宅抑制対策を⾏い帰宅しないよ
う呼びかける、企業は3日分の備蓄を⾏うこととされている。

3.帰宅層別要領検討
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▲災害発生

◆⾞両帰宅可否層別

◆⾞両帰宅可能者把握 ◆徒歩帰宅可能者把握

★田原⽅面★豊橋⽅面 ◆ ★田原⽅面★豊橋⽅面 ◆
★○○⽅面

★△△⽅面

★○○⽅面

★△△⽅面
◆
Y N ◆

Y N
◆徒歩帰宅可否層別

（次ページへ）

《現状》
待ち時間＝“不安”

3.帰宅層別要領検討

GISによる居住地可視化 ＝ 対象者数の精査

◆一次/二次避難
◆道路・橋梁通⾏可否情報収集

①Nシステム等を利⽤したリアルタイム化 ・・・ 実現性検討
②ドローンによる情報収集 ・・・ 実現性検討
③バイク隊情報収集
④報道情報待ち
⑤⾏政情報待ち
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3.帰宅層別要領検討
▲災害発生

◆徒歩帰宅可否層別

◆徒歩帰宅可能者把握 ◆徒歩帰宅不可者把握
《20㎞以内》 《20㎞超》

★感染症考慮不要★感染症考慮必要 ◆
避難所収容数

備蓄品（非常食 他）必要数

帰宅/帰宅困難者数のシュミレーションが必要

《現状》
待ち時間＝“不安”

ArcGISによるシュミレーション ＝ 対象者数の精査

10

◆道路・橋梁通⾏情報収集
①Nシステム等を利⽤したリアルタイム化検討
②ドローンによる情報収集
③バイク隊情報収集
④報道情報待ち
⑤⾏政情報待ち
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4.帰宅層別シュミレーション
【前提条件】

★⾞両通⾏不可（徒歩帰宅のみ可）
①緊急⾞両優先
②家屋倒壊
③液状化

★且つ、
④橋梁被害を想定（７Case）

★且つ、
⑤DNの徒歩帰宅可否判断基準

10㎞未満 ・・・ 100％帰宅
10~20㎞ ・・・ 50％帰宅

（50%帰宅不可）
20㎞超 ・・・ 100％帰宅不可

A

Ｃ

B

⓪ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥
Ａ 〇 × 〇 〇 〇 × ×
Ｂ 〇 〇 × 〇 × 〇 ×
Ｃ 〇 〇 〇 × × × 〇

ＤＮ

前提条件設定完了
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ツール・機能

・ArcGIS（地理情報システム）
道路ネットワーク上での最短経路探索機能

利⽤データ

・DENSO名簿（通勤形態、居住地住所 1,262名分）
・⾏政界（町字界データ）
・道路ネットワーク

Zmap-AREAⅡ（ZENRIN社）

12

4.帰宅層別シュミレーション

従業員分布
最短距離算出

ArcGIS活⽤による、帰宅層別シュミレーション（推計）
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ＤＮ

＜距離（m）＞

＜人数（人）＞
20㎞超

居住地は豊橋市内に集中するも、名古屋、静岡と広範囲

《帰宅層別シュミレーション結果》_Case⓪（橋梁被害なし）
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《帰宅層別シュミレーション結果》_Case①~③
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《帰宅層別シュミレーション結果》_Case④~⑥
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《帰宅層別シュミレーションまとめ》_Case⓪~⑥

＜人＞

0%

20%

40%

60%

80%

100%

C0 C1 C2 C3 C4 C5 C6

ケース別帰宅距離

≦５㎞ ≦10㎞ ≦15㎞ ≦20㎞ ≧20㎞

居住地傾向 ＝ Case⑥時の影響大（比較的）

C0 C1 C2 C3 C4 C5 C6

≦５㎞ 49 49 26 26 10 26 21

≦10㎞ 585 585 606 587 583 587 372

≦15㎞ 319 318 320 339 341 338 460

≦20㎞ 151 152 152 152 170 153 193

≧20㎞ 158 158 158 158 158 158 216
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ーDNの徒歩帰宅可否判断基準ー

＜人＞

最大543名の受け⼊れ準備が必要

C0 C1 C2 C3 C4 C5 C6

帰宅 869 869 868 858 848 858 719

帰宅困難 393 393 394 404 414 404 543

①10㎞未満 ・・・ 100％帰宅
②10~20㎞ ・・・ 50％帰宅（帰宅不可）＊仮想設定
③20㎞超 ・・・ 100％帰宅不可

《帰宅層別シュミレーションまとめ》_Case⓪~⑥

0%

20%

40%

60%

80%

100%

C0 C1 C2 C3 C4 C5 C6

ケース別帰宅困難者数

帰宅困難 帰宅

68.9% 68.9% 68.8% 68.0% 68.0%67.2% 57.0%

31.1% 31.1% 31.2% 32.0% 32.8% 32.0% 43.0%
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避難所スペース（㎡）

現状
平時 感染症

（1.65㎡/人） （7.7㎡/人）

アリーナ 827 501 107
多目的ホール 171 104 22
計 998 605 130

判定 〇 ✖

ー対策案① 避難所収容数ー

非常食/備品 現状
人数 日数

アルファ米 800 3
スーパバランス 800 3

水 800 3
毛布 18,000
タオル 18,000
カイロ 28,000
判定 〇 〇

ー対策案② 備蓄品（非常食 他）＊一部抜粋 ー

5.対策案 《参考》
帰宅困難者想定数（DN豊橋）

800/1,300人
シュミレーション結果

543名
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情報収集手段 課題
⾃助 ドローン活⽤ 道路被害状況は掴めても、交通規制状況までは不可

共助 各企業（⾃治会）によるローラ作戦 近隣の状況は掴めても、幹線道路確認までは不可

公助

Ｎシステム・GPS活⽤による情報収集 短期での実現性、主体性難易度高 → 国・県レベル案件

⾏政（市役所）との太いパイプつくり
⾏政との情報交換会
＊有事の際に互いの欲しい情報項目の整理を切り⼝に
スタート（産業施策課、健康施策課、明海⾃治会、DN）

20年01月にキックオフするも、コロナ禍の影響にて停滞中

19継続的に一歩ずつでも着実に進めていく

ー対策案③ 道路・橋梁通⾏可否情報収集ー
5.対策案

《過去災害からの教訓（実⼒値）》 ・・・ 参考資料

現状の情報収集手段（現状） 課題
① バイク隊による情報収集 液状化時等の対応困難

② マスコミ報道による情報収集 ⻑期化（待機時間⻑）

③ ⾏政（市役所）発信の情報収集 ⻑期化（待機時間⻑）

＊被害状況に加えて、通⾏可否情報が欲しい（緊急⾞両のみ通⾏可 等々）
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実施内容

〇帰宅層別要領（マニュアル）を作成。継続的にブラッシュアップと訓練への移⾏を⾏う。
〇ArcGISを活⽤し、⾃宅までの徒歩最短距離算出に加え、橋梁被害（７Case）による

迂回ルートを想定した帰宅困難者数分析を実施。
〇避難所・備蓄品・道路通⾏可否情報収集について、その課題整理と対策⽴案を実施。

わかったこと

〇帰宅層別を⾏う上では道路・橋梁情報を⼊手する必要があるが、それは道路被害状況
に加えて、道路通⾏可否（通⾏規制）情報が必須である。
具体的には、「被害はないが緊急⾞両のみ通⾏可」となるケースも想定されるからである。

〇災害発生から6時間前後にて、「在社従業員安否確認」「帰宅判断」を完了のイメージとは
乖離があり、現実にはかなりの時間を要することを覚悟しておかなければならない。
ドローン活⽤案はあるものの通⾏規制状況までの把握は困難。
（東日本大震災や熊本地震の際も同様の課題があったとされている）
その間、待機者（二次避難完了者）の精神状態維持への配慮も必要と考える。

＊パニック化防止策が必要（“はやく帰らせろ︕” 等々）
〇帰宅困難者数分析結果から、橋梁被害状況によって393~543人が想定される。

現状、800人を想定しているが感染症対策をも考慮するならば足りていない。

20

6.まとめ
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6.まとめ

課題

〇道路通⾏可否情報収集までの備え
・ハ－ド︓企業・地域・⾏政間で課題意識を共有した上で、継続的な対応策の

検討・実施が必要
・ソフト ︓従業員の⼼構え醸成への仕掛け（情報収集に時間が掛かることを想定）

〇帰宅困難者想定数への備え
・今回のシュミレーションでは全従業員が出社している時間帯前提でのもの。
厳密には、昼勤のみ若しくは、夜勤のみの状況下での被災ケースもあり得る。
今回の分析結果393~543人より少なくなることは明白ではあるものの他への影響度
を探る。

〇感染症と併発時の備え
・ハ－ド︓感染症対策品のリストアップ・備蓄（テント、衝⽴、マスク、消毒液 等々）
・ソフト ︓従業員の⼼構えの醸成への仕掛け（⾞中泊も想定）
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ー過去の災害からの教え（物資供給ルート確保）ー
《参考資料》

地震時の情報収集や提供に関する課題（国⼟交通省資料より抜粋）
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《参考資料》

地震時の情報収集や提供に関する課題（国⼟交通省資料より抜粋）
ー過去の災害からの教え（緊急⾞両ルート確保）ー



/21Department Mid-term Policy 2021 / date / presenter name / department name
© DENSO CORPORATION All RightsReserved. 25

《参考資料》

地震時の情報収集や提供に関する課題（国⼟交通省資料より抜粋）
ー過去の災害からの教え（物資供給ルート確保）ー




